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▲左から山根球団代表、針谷市長、大竹投手

野球をとおしてにぎわい創出を
茨城アストロプラネッツとフ
レンドリータウン協定を締結
　12月20日、プロ野球独立リーグ・BCリーグの
茨城アストロプラネッツとフレンドリータウン協
定を締結しました。今後は、市内でBCリーグ公
式戦の開催やスポーツを通じた地域振興、青少年
の健全な育成を行っていきます。
　総和工業高等学校出身の大竹凌

りょう

大
た

投手も所属す
る茨城アストロプラネッツを応援しましょう。

共に生きるまちをめざして
Koga障がい者フォーラム
2019

▲共生社会を目指す内容の作文発表をした生徒・児童たち

　12月15日、コスモスプラザでKoga障がい者
フォーラム2019を開催しました。精神保健福祉
士の笹森理絵氏の基調講演のほか、「HAND 
SIGN」による手話パフォーマンスや生徒・児童
たちの作文発表がありました。
　大勢の人の前で堂々と作文発表する生徒たちに
大きな拍手が送られました。

　９月から「総合計画の策定」および「公共施設
のあり方」をテーマに計6回のまちづくり市民会
議を開催しました。12月15日に開催した市民
フォーラム「古河市の公共施設について考える」
の参加者からは「公民館や集会施設は量より質が
大切」「学校は地域コミュニティの拠点。余裕教
室の有効活用を」などの意見があがりました。

▲ワークショップでの成果を発表する参加者

市民と共に未来に誇れるまちづくり
まちづくり市民会議

▲弁財天が祭られている徳星寺にも多くの巡拝者が並び、1年の幸福を願
いました

1年間の幸福を願う福めぐり
第14回
七福神めぐり
　1月12日、古河駅西口周辺に点在する
10カ所の寺社等を巡る第14回古河七福
神めぐりが行われました。今年は約
4,000人もの巡拝者が訪れ、1年間の幸
福を願う福めぐりを行うために長い行例
を作りました。
　また、各寺社では地域の人たちがおし
るこや手焼きせんべいなどで巡拝する人
たちへおもてなしを実施。多くの人が冷
えた体を温め、次の参拝先を目指しまし
た。

古河市民大学～古河の魅力発見講座～
さしま茶の美味しい
淹れ方とお菓子作り

▲教わった淹れ方を実践する参加者

●自治功労
大島信夫(諸川)　　  多年市議会議員
酒井邦子(諸川)　　  多年教育委員
並木孝志(東山田)　  多年農業委員
鈴木則之(けやき平)  多年自治会長
小林隆則(尾崎)　　  多年消防団本部員
井澤友博(駒羽根)　  同上
川村忠

まこと

(中田)　　　  同上
小沼士郎(本町)　  　多年消防団員
瀬

せ

端
ば た

一彰(中央町)　  同上　　
●教育功労
中村清(仁連)　　　  多年スポーツ推進委員
阿久津久(日立市)　  多年文化財保護審議会委員
伊藤巖

いわお

(横山町)　　  同上
田嶋幸男(本町)　　  同上
●福祉功労
秋山欣一(下山町)　  多年介護認定審査会委員
西待子(上辺見)　　  同上
大場元寛(仁連)　　  同上
●保健衛生功労
阿部孝

こ う

子
こ

(諸川)　     多年健康づくり協力員

　1月16日、とねミドリ館で新年を祝う「令和2年古河
市新春のつどい」を開催し、国・県・市議会議員、各種
機関・団体の役員、自治会・行政区長など約420人が出
席しました。
　針谷市長による年頭のあいさつの後、市政の発展に功
績のあった功労者17人の表彰と市の公益のために金品
などを寄付された5団体へ感謝状を贈呈しました。
　また、出席者が互いに新年のあいさつや情報交換を行
うなど、和やかに談笑する様子がみられ、有意義なひと
ときとなりました。

　12月14日、はなももプラザで古河の魅力発見
講座を開催。お茶の歴史や美味しいお茶の淹

い

れ方
を、市内でさしま茶を栽培する吉田茶園の吉田さ
んに学び、その茶葉を使ったスコーンをオネトテ
の常田さんに教わりながら作りました。
　参加者からは「淹れ方を変えるだけでこんなに
おいしくなるんですね」などの声が聞かれました。

新年を祝う
新春のつどいを開催

市政功労者(順不同・敬称略)


